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１　序文

　髪を束ねる動作は両手を必要とする。片麻痺
や上肢切断など、片手が不自由な人は、手間が
かからないように、髪の毛の先端が顎のライン
よりも短くする事例を見かけることや、そのよ
うな話を聞くことがあった。多種多様な福祉用
具が製品化されているが、片手で髪を束ねるた

めの汎用性の高い自助具は少ない。
　一例として、鳥谷ら 1）は「結び姫」という自
助具を提案しているが、机と高さ約 40cm の卓
上ミラーを改良した道具が必要であり、携帯用
としての利便性に欠ける。他にも、黒田 2）は、「片
手でお団子ヘアに結ぶための自助具」を考案し
ているが、操作手順が多く、仕上げに時間を要
す。また、片手で髪を結ぶ方法が You Tube の
動画等で紹介されているが 3）、髪の毛の先端が
肩甲骨下角程度の長さが必要なので、髪が短い
とできない。及び、ドアノブのレバーハンドル
を必要とするので、使用できる環境が制限され
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る。さらに、時間が 1 分 30 秒ほどかかる。従
来より、いくつかの片手で髪を束ねる自助具や
方法などの試みがなされてきたが、未だ簡便に
おしゃれを楽しめて、片手で髪を束ねられる自
助具は見当たらない。
　筆者らは、脳血管障害により自ら髪を束ねる
ことができなくなった片麻痺患者に出会ったこ
とが動機となり、8 年前から片手用髪留め具の
開発に取り組み始めた。報告されている片手で
髪を束ねる方法と比較し、片手用髪留め具の試
作品を使用すると、筆者が髪を束ねるのに要し
た時間は約 10 秒と、これまでの自助具に比べ
て時間短縮が可能になった。また、掌に収まる
ほどの小さいものなので、ポケットに入れて持
ち運びができ、どこでも使用できた。材料費は
約 100 円と安価で、布やゴム、飾りを変化させ
たり、ゴムにビーズを入れるなど、様々なデザ
インを楽しむことができるという利点があっ
た。
　片手が不自由で、ひとつ結びができる程度の、
肩より長い髪の者を対象とする、工夫された自
助具として特許を申請し、公開した（［片手で
髪を束ねるための自助具］特願 2014-180631 号、
特開 2016-43221）。
　本研究の目的は、今後の実用化に向けて被験
者に片手用髪留め具を日常的に使用してもら
い、ヘアゴムやカラーテープ、くるみボタンな
どの耐久性や使いやすさなどの聞き取り調査や
メンテナンスを行い、装着の快適化、修理の簡
便化を追求し、さらにデザインの種類を増やし
ておしゃれを楽しむことのできる自助具を開発
することである。

２　概要

　直径 22mm の丸いステンレスの芯を布で包
んで作ったくるみボタンを基礎とし、指先装着
部にカラーテープ、継ぎ目にスナップボタンと

ヘアゴムを使用する（図 1）。小林ら 4）の研究
を参考にし、くるみボタンとスナップボタンの
間にココナッツボタンを挟み、よりスナップボ
タンが止めやすいように補高している（図 2）。
指の太さに対応して指先装着部の長さやゴムの
長さは調節することが可能である。また、指先
装着部にリボンなどの飾りをつけることも可能
である。

図 1　片手用髪留め具

図 2　補高部位

３　方法

3.1　片手用髪留め具の使用方法（図 3）

　右手使用の場合、片手用髪留め具のヘアゴム
の位置が内側に来るように右母指と中指に装着
する（図 3a）。うなじ付近でひとつに束ねた髪
型であるひとつ結びの場合、頸部体幹右側屈
し、髪を右側に集めておく（図 3b）。右肩関節
外転外旋し、母指と中指を伸展させながら片手
用髪留め具のヘアゴムを伸ばしつつ、示指環指
小指を屈伸して髪をまとめていく（図 3c）。継
ぎ目に髪を挟まないように母指と中指を屈曲し
て合わせスナップボタンを留めて装着し（図

3d）、片手用髪留め具から母指と中指を外すこ
とで髪を束ねることができる（図 3e）。自身で
取り外すことも可能（図 3f）。ヘアゴムの長さ
を変えたいときは、歯で固定して片手で行う
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か、介助が必要である（図 3g）。

3.2　被験者

　20 歳代の女性で右利き。診断名は左脳動
静脈奇形破裂であり、障害名は右片麻痺で
あった。現病歴は約 10 年前に自宅で意識消
失し、発症した。左脳動脈瘤コイル塞栓術

後、右握力低下はあったが Activities of Daily 
Living（以下：ADL）は自立していたため約
2 ヵ月で退院した。その後、ガンマナイフ治療
を受けていたが、10 ヵ月後に右片麻痺が出現
した。入院はせずに通院による週 1 回のリハビ
リテーション治療を継続した。身体機能として、
Brunnstrom Recovery Stage は、右上肢 stage

図 3　使用方法

 

 

 

 a　指の太さを調整し、母指と中指に装着

　　　　b　髪を集める　　　　　　　　　　c　髪をまとめる　　　　　　d　片手用髪留め具を合わせる

　　　e　指を外す　　　　　　　　 f　片手用髪留め具を外す　　　　　　　　　g　ヘアゴムの調節
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Ⅴ -2、手指 stage Ⅱ、下肢 stage Ⅳ -2 であり、
右上下肢の感覚鈍麻、右上肢は筋緊張が軽度亢
進と障害が残存していた。左上肢機能は、握力
が 22.4kg、指腹ピンチ力は 1-2 指 4.5kg、1-3 指
4.0kg であり、書字動作可能で利き手レベルの
実用手である。高次脳機能障害は見られず、独
歩で ADL もほぼ自立していた。
　普通自動車第一種（AT 限定）免許を取得
後、自身の運転で買い物に行ったり、電車でコ
ンサートに行ったりとアクティブで、化粧など
のおしゃれにも気を遣っていた。実家から出て
シェアハウスに引っ越し、現在は働きながら過
ごしている。
　髪は短く切らず、髪を束ねたいときは左手で
右手指に短いシリコンのヘアゴムを引っかけて
2 重にしておき、ヘアゴムを左手指にくぐらせ
て近位指節間関節付近でとどめた上で髪を集め
て根元から1/3位の場所をつかんで半分に折り、
手指関節の屈伸を徐々に行い、ヘアゴムを髪へ
移動させてお団子にしていた。髪を束ねたいと
きはお団子ヘアしかできず、約１分の時間を要
し、きつく束ねることができずに緩くなりがち
であった。また、髪の毛の先端が肩よりも長く
なったり、髪の量が増えるとヘアゴムを通すこ
とが困難となるので、髪を伸ばすことができな
かった。
　約 4 年前より、被験者から片手で髪を束ねる
のに苦労しているとの話を聞き、片手用髪留め
具の提供を開始した。被験者に週 1 回程度面談
し、片手用髪留め具の使用状況を口頭で聞き取
り調査した。問題が起こった時は、被験者から
連絡があり、その都度対応した。
　なお、本研究は、大阪河﨑リハビリテーショ
ン大学研究倫理審査委員会の承認を受けて実施
した（承認番号：OKRU30-A015）。

４　結果（片手用髪留め具の使用経過
　　（表 1））

　使用方法を口頭とデモンストレーションで説
明後、視覚代償のもとで髪を束ねる練習をして
から使用してもらうと、初めは使いにくそうで
あったが、視覚代償がなくても約 5 分で使いこ
なせ、慣れてくると 10 秒以内で髪を束ねるこ
とが可能となった。片手用髪留め具で髪を束ね
ると、緩くなることはなくなり、束ね直すこと
がなくなった。また、髪の毛が長くなっても束
ねることができ、髪の量が増えてもゴムの長さ
を調整すれば束ねることができた。お団子ヘア
だけでなく、ひとつ結びもできるようになった。
片手用髪留め具を使用しないときは腕時計につ
けて携帯し（図 4）、食事などの髪を束ねたい
時、すぐに使用できるように被験者自身が工夫
した。

図 4　腕時計につけて携帯

図 5　くるみボタンの金具が外れた状態
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　使用開始から 3 ヵ月が経過するまでに、1 ヵ
月に 1 回程度の頻度でヘアゴムが劣化して伸び
たり切れてしまい、くるみボタンの金具を外し

て修理する必要があった。また、同じく 1 ヵ月
に 1 回程度の頻度でくるみボタンの金具が外れ
てしまい、はめ直す修理が必要であった（図 5）。

 17 

表１	 片手用髪留め具の修理・改良の経過	 

対応時期	 不具合状況	 修理・改良内容	 
作成・	 

修理時間	 
費用	 頻度	 

0 ヵ月目	 －	 片手用髪留め具	 約 2 時間	 約 100 円	 －	 

1 ヵ月目	 

ヘアゴムの劣化	 

ヘアゴムの交換	 

（くるみボタンの金具を外す

必要あり）	 

約 1 時間	 約 5 円	 
1ヵ月目以降	 

1 ヵ月に 1 回	 

くるみボタンの	 

金具が外れる	 
くるみボタンの金具をはめる	 約 5 分	 0 円	 

1ヵ月目以降	 

1 ヵ月に 1 回	 

3 ヵ月目	 

臨床実習用の必要性	 

片手用髪留め具 ver2	 

指先装着部の調整機能を除去

（個別対応）、複数所有	 

約 2 時間	 約 80 円	 －	 

ヘアゴムの劣化	 

ヘアゴムの交換、及びヘア	 

ゴムの調整機能を除去	 

（個別対応）（くるみボタン

の金具を外す必要あり）	 

約 50 分	 約 5 円	 
3ヵ月目以降	 

1 ヵ月に 1 回	 

4 ヵ月目	 

スナップボタンが	 

外れる	 

スナップボタンの金具の	 

曲がり修正	 
約 5 分	 0 円	 

4ヵ月目以降	 

1 ヵ月に 1 回	 

指先装着部の拡張	 

指先装着部カラーテープ	 

位置修正	 

（くるみボタンの金具を外す

必要あり）	 

約 20 分	 0 円	 
4ヵ月目以降	 

2 ヵ月に 1 回	 

6 ヵ月目	 

修理時間が長い	 

片手用髪留め具 ver3	 

ココナッツボタンとくるみ	 

ボタンの金具間に紐を挿入	 

約 2 時間	 約 80 円	 －	 

ヘアゴムの劣化	 ヘアゴムの交換	 約 5 分	 約 5 円	 
6ヵ月目以降	 

1 ヵ月に 1 回	 

くるみボタンの	 

金具が外れる	 

くるみボタンの金具に接着剤

をつけてからはめる	 
約 5 分	 約 1 円	 －	 

9 ヵ月目	 スナップボタンの破損	 スナップボタンの交換	 
約 1 時間

30 分	 
約 20 円	 

9ヵ月目以降	 

6 ヵ月に 1 回	 

1 年目	 

指先装着部の汚れ	 カラーテープと布部分の交換	 約 30 分	 約 10 円	 
1 年目以降	 

6 ヵ月に 1 回	 

指先装着部の拡張	 カラーテープを接着剤固定	 約 20 分	 約 1 円	 －	 

2 年	 

10 ヵ月目	 

スナップボタンとココ

ナッツボタンの接続糸

の断裂	 

スナップボタンの破損	 

片手用髪留め具 ver4	 

スナップボタンをマグネット

ボタン（G ボタン）へ変更	 

約 2 時間	 約 510 円	 －	 

3 年	 

6 ヵ月	 
－	 

ヘアアクセサリーなどを	 

被せて飾りつけ	 
－	 －	 －	 
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　被験者より、医療機関病院や施設等での臨床
実習におしゃれな片手用髪留め具ではなく、落
ち着いた色のものが欲しいとの要望があり、布
もカラーテープも紺色の片手用髪留め具 ver.2

（図 6）を作成した。その際、被験者に合わせ
た指先装着部とヘアゴムの長さにすることによ
り、調整機能をなくし、簡便に仕上げた。おしゃ
れな片手用髪留め具と、実習用髪留め具の 2 つ
を所有することにより、公的な場面と私的な場
面での使い分けできるようになった。また、ヘ
アゴムの劣化などで壊れたときに、2 つあるこ
とで修理の緊急性が低くなった。

図 6　片手用髪留め具 ver.2

　使用開始から 4 ヵ月が経過すると、スナップ
ボタンが外れやすくなった。スナップボタンの
受け側（メス部分）の 2 本の針金（図 7）が外
側に曲がっているのが原因であったので、曲が
りを修正した。また、指先装着部が徐々に拡張
して外れてしまったので、くるみボタンの金具
を外して修理する必要があった。

図 7　曲がりやすい部位

　使用開始から 6 ヵ月が経過するまでに、1 ヵ
月に 1 回程度の頻度でヘアゴムが劣化して伸び

たり、切れる事象が持続した。ヘアゴムが切れ
ると、くるみボタンの金具を外して修理する必
要があり、時間を要すために受け渡しが遅く
なっていた。そこで、スナップボタンをつけた
ココナッツボタンと、くるみボタンの金具との
間に紐を入れ、ヘアゴムの取り換えが簡単にで
きるようにした片手用髪留め具 ver.3（図 8）を
作成した。

図 8　片手用髪留め具 ver.3

これにより、ヘアゴムの取り換え修理する時間
が約 50 分から約 5 分へと飛躍的に短くなった。
また、1 ヵ月に 1 回程度の頻度でくるみボタン
の金具が外れてしまう事象も持続していたが、
片手用髪留め具 ver.3 を作成したことにより、
ゴムの入れ替えでくるみボタンの金具を外す必
要性がなくなったので、接着剤で金具を固定す
ることで外れることがなくなった。
　使用開始から 9 ヵ月が経過すると、スナップボ
タンの受け側（メス部分）の 2 本の針金部分が修
理時に折れてしまい、くるみボタンの金具を外し
て、スナップボタンを新しいものに交換した。
　使用開始から1年が経過するまでに、同じく1ヵ
月に 1 回程度のヘアゴム交換、汚れが目立って
きた指先装着部のカラーテープと布部分の交換、
徐々に指先装着部のカラーテープが拡張したとき
の接着剤固定などの修理が必要であった。
　使用開始から 2 年 10 ヵ月が経過すると、ス
ナップボタンとココナッツボタンを接続して
いる糸が劣化して切れていた（図 9）。そこで、
スナップボタンの破損の問題もあったので、強
力なマグネットボタンである G ボタン（図 10）

 

 



大阪河﨑リハビリテーション大学紀要　第 13 巻

− 52 −

を継ぎ目にした片手用髪留め具 ver.4（図 11）
を作成した。マグネットボタンの利点としては、
スナップボタンのように壊れることがなくなっ
たこと、合わせるときに止めたいところに近づ
けるだけで、磁力で簡単に留まるので、スナッ
プボタンのように正確に合わせる必要がなく
なったことである。しかし、問題は、スナップ
ボタンが 20 円 / 個に対し、G ボタンは 450 円 /
個と高価な点である。

図 9　糸の劣化

図 10　G ボタン（商品名：G-button. 販売元：
　　

　　　 ワールドワーク）

図 11　片手用髪留め具 ver.4

　使用開始から 3 年 6 ヵ月が経過すると、片手
用髪留め具で髪を束ねた後に、シュシュを巻い
たり、お団子にしたり、先にバンダナをつけて、
下端の髪を持ち上げてから片手用髪留め具をつ
けることにより、ポニーテールをしてみたりと、
被験者が片手用髪留め具を使用した応用を、日
常生活のなかで生み出していくようになってい
た。
　現在、被験者の生活変化により片手用髪留め
具の定期的なメンテナンスをするのが難しく
なったので、ヘアゴムの入れ替えや長さの調節
といった簡単な修理は被験者の職場の作業療
法士に依頼し、部品の破損などは筆者が修理を
行っている。

５　考察

　開発した片手用髪留め具を１人の被験者に提
供し、約 4 年間に渡り継続して使用してもらい、
定期的に聞き取り調査やメンテナンスを行っ
た。長期間の使用によりヘアゴムやスナップボ
タンの劣化、パーツを接続している糸の劣化、
布部分の汚れ、指先装着部の拡張などの課題が
発生した。
　片手用髪留め具の材料は全て 100 円均一の商
品を売る小売店（以下：100 円ショップ）で購
入できる安価なものである。部品を手に入れや
すく、誰もが簡単に作成やメンテナンスができ
ることが望ましいと考える。一般的に使用され
ているヘアゴムは、劣化すると捨てて交換する
という、いわゆる使い捨てが一般的である。し
かし、片手用髪留め具は作成が必要となり、簡
単に入手できないため、劣化する材料の簡単な
交換方法の開発や劣化しにくい材料への変更が
必要である。
　本研究では、スナップボタンをつけたココ
ナッツボタンと、くるみボタンの金具との間に
紐を入れ、ヘアゴムの取り換えが簡単にできる
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ようにしたことで、修理の時間が大幅に短くな
り、筆者以外でも修理できるようになった。ま
た、スナップボタンをマグネットボタンに変更
したことで、スナップボタンの劣化による修理
の必要性がなくなり、被験者が使用するときも
装着しやすくなった。しかし、マグネットボタ
ンのコストが高くなったので、安価で磁力の高
いマグネットボタンを探したいと考える。パー
ツを接続している糸の劣化に関しては、強度の
高い糸に変更し、糸を 3 重から 5 重にすること
で劣化を抑えるようにした。今後はテグス糸な
どの材質を試し、耐久性の向上を図りたい。
　試用期間が長くなり指先装着部と布部分が汚
れてくることに関しては、汚れを拭き取れるナ
イロン製などの材質を検討し、修理の簡便化を
図りたい。また、指先装着部のカラーテープが
徐々に拡張していき、指装着が不安定になるこ
とに関しては、布とカラーテープを接着剤で固
定して動かないようにしたが、布やカラーテー
プを変更する際に固定した部分が外れず、全部
を交換しなければならなくなるので、カラー
テープの材質についても検討を図りたい。
　片手用髪留め具をヘアゴムとして使用するこ
とを前提として改良を行ってきたが、被験者が
片手用髪留め具で髪を束ねた後にシュシュを巻
いていた。これまで片手用髪留め具の本体をお
しゃれにすることにとらわれていたが、他のヘ
アアクセサリーなどを被せて飾りつける方法が
あることに気づいた。片手用髪留め具をシンプ
ルなデザインにしてヘアアクセサリーなどで装
飾し、おしゃれを楽しむことができると、おしゃ
れの幅が広がると考えた。また、先にバンダナ
をつけて、下端の髪を持ち上げてから片手用髪
留め具をつけることによりポニーテールにする
など、他の道具と併用することにより、ヘアア
レンジの幅も広がる。今後、お団子ヘアなど、
髪型には様々なものがあるので、ひとつ結び以
外でも片手用髪留め具で対応できるのかを検討

していきたい。
　近年の、片手で髪を束ねる動作に関する先行
研究では、藤嶋ら 5）は、片手での結髪動作を行
う自助具を作成して健常な女性 10 名を対象と
した実験を行っている。全員が結髪可能であっ
たが、腕を挙げ続けることでの疲労、髪がヘア
ゴムに絡まる、ヘアゴムをきつく結べないなど
の課題が発生している。千葉ら 6）の報告には、
片手で簡便に髪を結ぶ自助具を作成し、1 人の
対象者に提供すると緩みや乱れは残るものの、
ひとつ結びができるようになったとある。
　片手用髪留め具を開発し、福祉機器コンテス
トや作業療法学会での報告、特許での公開を
行った。すると、医療機関でリハビリテーショ
ン業務を行う作業療法士から「片手で髪を束ね
ることができずに困っている患者さんがいるの
で、作成方法を教えていただきたい」との問い
合わせが数件あり、作成方法を提供し、実際に
試した患者さんの感想を聞く機会を得ることが
できた。小林ら 4）と片手用髪留め具を使用した
事例紹介を共同で作業療法学会に発表及び、神
奈川県の福祉用具相談支援システムアドバイ
ザーと他県の運営委員との「座談会報告チラシ」
の紹介、神奈川県で実施された「湘南リハケア
のおしゃれブース」においての展示、日本福
祉大学作業療法学専攻の学生より「卒業研究の
テーマとして、片手で髪を結ぶ自助具の比較検
討をしたいので作成方法を教えて欲しい」との
問い合わせがある等の反響が多く、福祉やリハ
ビリテーションの分野での興味や関心が高いこ
とが分かった。

６　結論

　特許を申請、公開した片手用髪留め具を被験
者に提供し、約 4 年間に渡り聞き取り調査やメ
ンテナンスを行い、装着の快適化、修理の簡便
化を追求し、さらにおしゃれを楽しむことので
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きる自助具の開発を行った。片手用髪留め具の
使用により、髪を束ねる時間が 10 秒以内で可
能となり、緩くなることはなく束ねた状態を維
持できるようになった。また、持ち運びが可能
で、いつでも髪を束ねることができ、布やゴム、
飾りを変化させるなど、様々なデザインを楽し
むことができるという利点があった。長期間の
使用により、ヘアゴムやスナップボタンの劣化、
パーツを接続している糸の劣化、布部分の汚れ、
指先装着部の拡張などの課題が発生した。改良
点として、スナップボタンからマグネットボタ
ンへの変更、ヘアゴムの取り換えが簡単にでき
る工夫、パーツ装着に使用している糸の強化、
指先装着部を固定することでの装着の快適化と
修理の簡便化につながったと考える。
　また、片手用髪留め具のベースをシンプルな
デザインとして、他のヘアアクセサリーなどを
被せて装飾しておしゃれを楽しむことができる
ことが分かった。
　今後は、誰もが作成やメンテナンスができる
ように、材料はより強度が高く、安価で簡単に
入手できるものにし、劣化する材料の簡単な交
換方法の開発や劣化しにくい材料への変更の開
発が必要であると考える。
　また、作業療法学会等での学会発表で医療・
福祉従事者に広く知ってもらい、1 人でも多く
の対象者に提供できるように引き続き研究を続
けていきたい。
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